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1 はじめに

近年，計算機の消費電力の削減や設置スペース

の削減，サーバ構築，運用の効率化を行うために

サーバ仮想化が利用されるようになっている．し

かし，計算機と比較して仮想計算機での I/O処理

の性能は低いという問題がある．ディスクへのア

クセスを効率的に行うために，Linuxカーネルで

は I/Oスケジューリングを行っているが，仮想化

環境の場合，十分な効果が得られない．このよう

な問題に対応するため，仮想化環境における I/O

スケジューリングの様々な研究が行われている．

[1]

我々は，QEMU[2] を用いた仮想化環境におけ

る物理ディスクのセクタ位置を考慮した I/Oスケ

ジューリングを提案する．本 I/Oスケジューリン

グでは，一つの仮想計算機が I/O処理を行う際に，

物理ディスクでのシーク時間を減らすことを目的

としている．本手法を用いることで，仮想計算機

はディスクへのアクセスを効率的に行うことが可

能になる．

2 仮想化環境における I/Oスケジュー
リングの問題

Linuxカーネル内の I/Oスケジューラでは，I/O

スケジューリングと呼ばれる I/O要求を合併した

り，並べ替えたりする処理を行っている．しかし，

仮想化環境におけるゲストカーネルの I/O スケ

ジューリングは，仮想ディスクに対して行われる

ため，実際にデータが保存されている物理ディス

クに対してはあまり効果がないという問題がある．

3 提案機構の構成

提案機構は，バッキングファイルとスナップシ

ョットファイルが保存されている物理ディスクの

セクタ位置をゲストカーネルが考慮した I/Oスケ

ジューリングを行う．同じファイル内のデータと異

なるファイルのデータでは同じファイル内のデー

タの方が近い位置のセクタに保存される可能性が

高い．バッキングファイルとスナップショットファ

イルそれぞれに対して，I/O要求をまとめて発行
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することで効率的に読み書きすることを可能にす

る．提案機構は，バッキングファイルとスナップ

ショットファイルを区別するためにセクタ管理リ

ストを持つ．

4 提案機構の動作

本機構は，図 1に示すように，I/O要求が I/O

スケジューラに送られてくることで処理を開始す

る．I/Oスケジューラはセクタ管理リストにセク

タの登録を行う．その後，I/Oスケジューラは I/O

要求をキューに入れて I/Oスケジューリングを行

い，デバイスドライバに I/O要求を送る．

5 おわりに

本稿では，ゲストカーネルが仮想ディスクのセ

クタに書き込みがあったかどうか確認することに

よって，バッキングファイルとスナップショット

ファイルを区別した I/Oスケジューリングを行う．

これにより，仮想ディスクでのデータの読み書き

を効率的に行うことが可能になる．
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